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国際会計基準審議会（International Accounting Standards Board：IASB）は，2014年 5月
に，新たな収益認識基準である国際財務報告基準（International Financial Reporting Stan-








・IFRS第 9号「金融商品」，IFRS第 10号「連結財務諸表」，IFRS第 11号「共同支配の











































































































ワーク（Conceptual Framework for Financial Reporting）」（以下，ED概念フレームワークと
いう）を公表した。概念フレームワークは国際会計基準委員会（International Accounting










































































（a）純損益計算書（the statement of profit or loss）（これには純損益に係る小計または合
計が含まれる）。

























（c）当該情報の提供のコストを上回る便益（benefits exceeding the coat）をもたらす情
報」（ED 5.9）
「認識の中止（derecognition）とは，過去に認識した資産または負債の全部または一部を



























































































































































































































































































































































てきた。FASBでは，会計基準のコード化体系（Accounting Standards Codification）の Topic 606として規定




























いないとの指摘があるが（秋葉. 2013. 703−704頁），これは ED概念フレームワークにも当てはまるといえ
る。


















19 議事録：第 339回企業会計基準委員会（2016年 6月 29日），プロジェクト「概念フレームワーク」審議
事項（2）−4，（ASBJ. 2016. 1−9頁）。
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